
■カレンダー製法

フィルム製造技術について

■押出製法

カレンダー製法は、加熱された樹脂を複数のロール間を通し、圧延しながら成形する方法です。
プラスチック樹脂に可塑剤や安定剤、着色剤などの添加剤を配合し、加熱しながら混練します。
この加熱された配合物を、複数の「カレンダーロール」の間に通し、圧延しながら段階的に所定の厚さに引き伸ばして成形し
ます。
この工程により、精密な厚さ、高い透明性、優れた表面仕上がりが実現されます。
カレンダー製法によって生産されたPVCフィルムは、その品質の安定性と美しい外観から、意匠性が求められる用途をはじ
め、多くの産業分野で広く採用されています。

押出製法は、加熱されたシリンダー内でスクリューを用いて成形する方法です。
配合された樹脂を注入口から投入すると、内部のスクリューが回転しながら樹脂を前方へ送り、その過程で加熱・溶融・加圧
が行われます。
溶融した樹脂はダイ（口金）から連続的に押し出されることでフィルムとして成形され、その後、冷却されて巻き取られます。
押出製法は、均一なプラスチック製品の製造に広く使用されています。
様々な熱可塑性樹脂を効率的かつ連続的に所定の形状に成形することが可能です。
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